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⑦
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ヨ

画
脚
四
人
で
始
め
た
カ
フ
ェ
、
姉
妹
で
始
め
た
カ
フ
ェ
と

〃
ｉ
ｌ
い
う
の
は
神
戸
に
も
数
多
く
あ
る
。
し
か
し
夫
妻

と
義
弟
（
あ
る
い
は
姉
弟
と
義
兄
と
い
う
べ
き
か
…
…
）

の
三
人
で
経
営
す
る
カ
フ
ェ
と
い
う
の
は
、
変
り
種
に
属

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

街
の
中
心
か
ら
ち
ょ
っ
と
は
ず
れ
た
鯉
川
筋
と
い
う
立

地
は
、
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
ぐ
に
は
絶
妙
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と

思
う
の
だ
が
、
「
開
店
し
て
み
る
と
、
予
想
外
に
お
客
さ

ん
が
少
な
く
て
、
失
敗
し
た
か
な
、
と
思
っ
た
こ
と
も
あ

な
で

り
ま
す
」
と
撫
利
奈
子
さ
ん
。
し
か
し
開
店
し
て
二
年
半

た
っ
た
今
に
な
っ
て
み
る
と
、
こ
の
立
地
だ
っ
た
か
ら
こ

そ
様
々
な
人
に
出
会
え
た
の
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。
若
い
女
性
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の
人
た
ち
の
井
戸

端
会
議
、
デ
ー
ト
中
の
カ
ッ
プ
ル
、
観
光
客
、
商
談
を
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
。
距
離
が
近
い
た
め
も
あ
っ
て
か
、
神

戸
山
手
大
学
の
在
学
生
・
卒
業
生
た
ち
の
支
持
も
厚
い
。

「
チ
ャ
ー
ピ
ー
な
（
陽
気
な
、
楽
し
そ
う
な
）
店
に
な
っ

て
欲
し
い
」
と
い
う
開
店
当
初
の
思
い
は
、
早
く
も
実
現

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

夫
は
料
理
人
、
妻
は
元
事
務
員
と
い
う
撫
夫
妻
が
、
カ

フ
ェ
経
営
を
始
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
大
学
の
法
学

部
を
卒
業
し
、
洋
菓
子
店
に
勤
務
し
な
が
ら
専
門
学
校
で

お
菓
子
作
り
を
学
ん
で
い
た
大
江
さ
ん
が
合
流
。
こ
れ
が

チ
ャ
ー
ピ
ー
・
カ
フ
ェ
の
出
発
点
。
か
つ
て
文
房
具
店
だ
っ

',１１
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た
と
い
う
細
長
い
店
舗
は
、
三
人
で
プ
ラ
ン
を
出
し
合
い

な
が
ら
改
装
し
た
の
だ
と
い
う
。

レ
ン
ガ
色
の
戸
を
開
け
る
と
、
白
い
壁
と
木
の
床
、
一

番
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
は
ガ
ラ
ス
張
り
の
ケ
ー
キ
エ
房
。

キ
ッ
チ
ン
は
そ
の
脇
。
椅
子
と
机
は
バ
ラ
バ
ラ
…
…
と

言
う
の
も
、
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
好
き
な
も
の
を
集

め
て
き
た
か
ら
な
の
だ
そ
う
だ
。
し
か
し
、
バ
ラ
バ
ラ
で

あ
り
な
が
ら
も
不
思
議
と
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
の
は
、

そ
も
そ
も
三
人
の
趣
味
が
似
て
い
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。

壁
に
か
か
っ
て
い
る
時
計
は
、
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
で
使

わ
れ
て
い
た
も
の
ら
し
い
。

し
か
し
、
そ
う
何
か
ら
何
ま
で
三
人
で
や
っ
て
い
た
ら
、

時
に
は
意
見
が
対
立
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
「
い
え
、
三
人
だ
か
ら
い
い
ん
で
す
。
誰
か
と
誰
か
の
意

見
が
対
立
し
て
も
、
必
ず
多
数
決
で
決
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
ら
．
．
…
．
。
」

な
る
ほ
ど
！
「
３
」
と
い
う
数
字
に
は
な
ん
と
な
く
不

安
定
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
だ
が
、
不
安
定
な
部
分
を
残

し
て
い
る
か
ら
こ
そ
う
ま
く
い
く
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
。

思
え
ば
こ
の
カ
フ
ェ
も
、
鯉
川
筋
と
い
う
街
中
と
も
街
外

れ
と
も
言
え
る
よ
う
な
場
所
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
誰
が
入
っ

て
き
て
も
、
す
ぐ
に
店
の
雰
囲
気
に
な
じ
む
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
っ
た
…
…

定
休
日
を
除
い
て
は
、
朝
の
九
時
か
ら
夜
の
九
時
ま
で

休
み
な
し
。
三
人
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
組
め
る
と
は
言

え
、
重
労
働
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
他
の
カ
フ
ェ

は
ど
ん
な
感
じ
な
の
か
、
街
で
は
ど
ん
な
も
の
が
は
や
っ

て
い
る
の
か
…
…
若
い
人
た
ち
を
相
手
に
す
る
こ
と
が

多
い
だ
け
に
情
報
収
集
は
欠
か
せ
な
い
が
、
そ
れ
に
割
く

時
間
も
な
か
な
か
確
保
で
き
な
い
。
し
か
し
「
三
人
寄
れ

ば
文
殊
の
知
恵
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、
三
人
で

ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
ち
寄
っ
て
、
ま
た
新
し
い
展
開
を
見
せ

て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
。

コ
ー
ヒ
ー

ー
フ
ー
テ

ダ
ー
ジ
リ
ン

ハ
イ
ネ
ケ
ン

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト

ラ
ン
チ
セ
ッ
ト

デ
リ
ス

パ
イ
エ
ク
レ
ー
ル

シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム

霊

凸毒■

噂の
ぶ
と
き
て
つ
ろ
う

別
年
神
奈
川
県
横
浜
市
生
ま
れ
。
神
戸
山
手
大
学
人
文
学
部
環
境

文
化
学
科
で
宮
沢
賢
治
や
都
市
と
文
学
に
つ
い
て
教
え
て
い
る
。

Qｇａ

ダークブラウンの床の色が、おちついた雰囲気を
かもし出している。
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鼠

、

0０

地
元
の
人
な
ら
一
度
く
ら
い

は
同
級
会
や
二
次
会
で
「
Ｅ
Ｌ

Ｖ
Ｉ
Ｓ
」
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
若
い
頃
よ
く

こ
こ
で
踊
っ
た
よ
、
と
い
う
人

も
い
る
か
も
。
山
陽
・
地
下
鉄

「
板
宿
」
駅
か
ら
３
分
、
大
田

町
交
差
点
の
角
の
３
階
に
あ
る

「
Ｅ
Ｌ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
」
。
今
年
で
加
周

年
を
迎
え
る
。
オ
ー
ナ
ー
の
中

川
シ
ゲ
オ
さ
ん
は
か
つ
て
東
京

の
ナ
ベ
プ
ロ
に
い
た
プ
ロ
の
歌

手
。
神
戸
に
戻
っ
て
き
て
か
ら

い

ん

板
宿
で
加
年

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ら
こ
こ
で

ダ
ン
ス
＆
ラ
イ
ヴ

「
Ｅ
Ｌ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
」

,､魂

錨
び
つ
上
」

Oｊ

lー ６９

｜
Ｉ

■
Ｅ
Ｌ
Ｖ
Ｉ
Ｓ

神
戸
市
須
磨
区
寺
田
町
３
１
鈎

迩
０
７
８
１
７
３
２
１
８
６
６
６

旧
”
釦
～
翌
２
》
叩
無
休

く
な
応
対
、
店
内
の
雰
囲
気
が
、

パ
ー
テ
ィ
ー
を
盛
り
あ
げ
る
の

に
一
役
買
っ
て
い
る
。
今
ま
で

し
て
き
た
パ
ー
テ
ィ
ー
、
貸
切

利
用
で
ク
レ
ー
ム
が
出
た
こ
と

が
な
い
、
と
い
う
の
も
納
得
。

皿
時
ま
で
の
入
店
は
チ
ケ
ッ
ト

制
で
、
ま
ず
２
０
０
０
円
の
チ

ケ
ッ
ト
を
買
い
、
ド
リ
ン
ク

（
５
０
０
円
～
）
、
フ
ー
ド
（
３

０
０
円
～
）
の
代
金
は
そ
の
チ

ケ
ッ
ト
を
ち
ぎ
っ
て
使
う
。
余
っ

た
チ
ケ
ッ
ト
は
次
回
も
利
用
で

き
る
の
で
良
心
的
。
カ
ラ
オ
ケ

使
用
は
無
料
。
貸
切
は
、
名
ま

で
Ｏ
Ｋ
。
月
に
２
～
３
回
ラ
イ

ブ
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

ｎ
月
帥
日
佃
に
は
ハ
ー
バ
ー

ラ
ン
ド
の
上
屋
劇
場
で
、
Ｅ
Ｌ

Ｖ
Ｉ
Ｓ
加
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

が
行
な
わ
れ
る
。
時
間
は
岨
時

か
ら
。
会
費
５
０
０
０
円
（
フ

リ
ー
ド
リ
ン
ク
）
で
、
予
約
制
。

るオーナー

商
店
街
に
こ
ん
な
お
店
が
…

カ
フ
ェ
？
ギ
ャ
ラ
リ
ー
？

「
荒
天
」

咽
年
ほ
ど
三
宮
の
店
で
歌
っ
て

い
た
が
、
ど
う
し
て
も
地
元
に

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
つ
く
り
た
く

て
こ
の
場
所
に
。
当
時
は
ま
だ

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
は
な

く
、
歌
え
て
、
飲
め
る
気
軽
な

お
店
は
人
気
を
集
め
た
。
親
子

二
代
に
わ
た
っ
て
の
常
連
客
も

い
る
そ
う
で
、
客
の
年
齢
層
も

幅
広
い
。

今
で
は
パ
ー
テ
ィ
ー
や
二
次

会
な
ど
の
利
用
が
多
い
。
店
内

は
ゆ
っ
た
り
し
た
ボ
ッ
ク
ス
席

が
置
か
れ
、
中
央
に
は
広
い
ダ

ン
ス
ス
ペ
ー
ス
、
そ
し
て
充
実

し
た
音
響
設
備
が
整
っ
た
ス
テ
ー

ジ
が
あ
る
。
オ
ー
ナ
ー
を
は
じ

め
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
気
さ

たまにプレスリーばり
の美声を披露してくれ

板
宿
商
店
街
を
西
へ
入
っ
た

と
こ
ろ
に
、
小
さ
く
カ
フ
ェ
メ

ー
ー
ュ
ー
の
看
板
だ
け
は
出
て
い

る
「
焚
天
」
。
二
階
に
上
が
る

と
、
木
造
り
の
広
い
カ
ウ
ン
タ
ー

が
あ
り
、
上
品
な
器
が
穂
ま
れ

て
い
る
。
喫
茶
メ
ー
ー
ュ
ー
は
あ

る
け
れ
ど
カ
フ
ェ
で
は
な
く
、

月
に
二
回
程
度
個
展
が
開
か
れ

て
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
も
あ
る

の
で
絵
だ
け
見
て
帰
る
お
客
さ

ん
が
い
て
も
い
い
。
ジ
ャ
ズ
、

ロ
ッ
ク
な
ど
の
ラ
イ
ブ
も
行
な

わ
れ
て
い
る
、
一
言
で
説
明
す

る
の
は
難
し
い
お
店
だ
。

板
宿
に
加
年
近
く
住
む
オ
ー

ナ
ー
の
三
坂
孝
子
さ
ん
が
、
そ

れ
ま
で
地
元
に
な
か
っ
た
サ
ロ

ン
的
な
場
所
を
創
ろ
う
と
、
６

年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
「
ギ
ャ

ラ
リ
ー
や
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
と
し

て
、
プ
ロ
・
素
人
関
係
な
く
特

に
地
元
の
人
に
使
っ
て
ほ
し
い
」

と
三
坂
さ
ん
。
店
内
は
和
の

iｘ
＝

］
〕
一

歌好き、気さくなスタッフのみなさん
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■
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■
､

雰
囲
気
だ
け
れ
ど
、
展
示
物
に

よ
っ
て
が
ら
り
と
様
子
が
変
わ

る
。
ラ
イ
ブ
も
個
展
も
、
ジ
ャ

ン
ル
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
。

ｕ
月
に
は
、
増
田
豊
子
さ
ん
の

「
ち
り
め
ん
と
絹
布
の
小
物
」

展
、
ｎ
月
後
半
に
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
・
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
の
個
展

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
月
に
一

回
、
朗
読
会
も
企
画
し
て
い
る
。

お
昼
に
は
、
三
坂
さ
ん
手
作

り
の
日
替
わ
り
定
食
（
１
０
０

０
円
）
が
大
人
気
。
三
坂
さ
ん

の
ご
主
人
の
お
家
が
魚
屋
さ
ん

の
た
め
、
新
鮮
な
魚
介
が
手
に

入
り
、
魚
や
野
菜
を
中
心
と
し

た
和
食
。
毎
日
食
べ
に
来
る
お

客
さ
ん
も
い
る
の
で
、
三
坂
さ

ん
は
日
々
の
献
立
に
頭
を
悩
ま

せ
て
い
る
と
か
…
。
喫
茶
は
、

オープン当日、かけつけた作家・玉岡かおるさんは
神戸北野ホテルのファン。山口総料理長とともに。

騨
川
鵬
》
謡
降
の
時
間
も
Ｏ
Ｋ
。

識
》
噸

避
雷
漁
鱗
鮮
』

圃
調
一
Ｊ
一
生
元
町
簡
店
衝
の
玄
関
口
に
ぁ

３§膜０
ゆ■

ﾄ魂

鋳雲＝藷，
b串

｛
『

ル
コ
ン
ト
氏
セ
レ
ク
ト
に
よ
る

フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
、
シ
ャ
ン
パ

ン
も
充
実
し
て
い
る
。
赤
を
基

調
と
し
た
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な

店
内
で
、
少
し
お
め
か
し
し
て

優
雅
な
時
間
を
過
ご
し
た
い
。

唯
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
・
Ｖ
Ｅ

Ｌ極
Ｇ
Ａ
ビ
ル
の
６
階
に
、
ダ
ィ
ニ

駒
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
イ
グ
レ
ッ

ｆ獄
ク
・
ベ
ガ
」
が
オ
ー
プ
ン
。
北

崖
野
、
三
宮
に
あ
る
カ
フ
ェ
、
大

率
丸
神
戸
店
に
あ
る
ベ
ー
カ
リ
ー

唾
「
イ
グ
レ
ッ
ク
。
プ
リ
ュ
ス
＋
」

一
」

。
と
と
も
に
、
神
戸
北
野
ホ
テ
ル

ｆ袖
の
総
支
配
人
・
総
料
理
長
で
あ

麺
る
山
口
浩
さ
ん
が
手
掛
け
て
い

昨
る
。
山
口
さ
ん
の
料
理
は
、
生

刈
ク
リ
ー
ム
や
バ
タ
ー
を
抑
え
、

膳
素
材
の
味
を
生
か
し
た
新
し
い

タ
イ
プ
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
。
北

野
ホ
テ
ル
で
定
評
の
あ
る
山
口

流
新
フ
レ
ン
チ
を
、
ホ
テ
ル
と

同
等
の
味
、
サ
ー
ビ
ス
と
も
に

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
味
わ
え
る
の

が
「
イ
グ
レ
ッ
ク
・
ベ
ガ
」
だ
。

ラ
ン
チ
は
２
５
０
０
円
～
、

1０１

ケ
ー
キ
か
和
菓
子
つ
き
の
コ
ー

ヒ
ー
（
４
０
０
円
）
、
抹
茶

（
５
０
０
円
）
。
夜
は
午
後
５
時

１

１

デ
ィ
ナ
ー
は
２
８
０
０
円
～
、

と
も
に
前
菜
約
８
品
、
メ
イ
ン

約
８
品
か
ら
チ
ヨ
イ
ス
す
る
ブ

リ
・
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ス
タ
イ
ル
。

ラ
ン
チ
に
は
、
ス
ー
プ
料
理
か

パ
ー
ト
料
理
十
本
日
の
料
理
十

ド
リ
ン
ク
の
お
得
な
ス
ピ
ー
ド

ラ
ン
チ
（
１
５
０
０
円
／
土
日

祝
は
１
９
０
０
円
）
が
あ
る
。

デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
に
は
、
ワ
ゴ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
欧
州
産
直
輸
入

チ
ー
ズ
が
ワ
ン
カ
ッ
ト
（
３
０

０
円
）
か
ら
。
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

ソ
ム
リ
エ
惚
埋
至
呑
長
リ
オ
ネ
ル
．

一

章罰一

■
ｉ
ｇ
ｒ
ｇ
ｋ
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ａ

神
戸
市
中
央
区
元
町
通
１
１
７
‐
１

Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ａ
ビ
ル
６
Ｆ

盃
０
７
８
１
３
３
４
１
１
９
０
９

Ⅱ
・
・
釦
～
創
・
・
釦
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）

不
定
休

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
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.co
m

神戸
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アー
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ブ
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.co
m
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カイ
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Ⅲ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

1０２

､．.－

藤
田
佳
代
舞
踊
研
究
所

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
公
演

「
踊
れ
オ
レ
ン
ジ
を
」

Ⅵ
／
羽
山
把
如
釦
開
演

神
戸
文
化
ホ
ー
ル

当
日
一
般
４
０
０
０
０
円

ペ
ア
７
０
０
０
円
（
前
売
り
の
み
）

●
問
合
せ
／
藤
田
佳
代
舞
踊
研
究
所

蔵
０
７
８
１
８
２
２
１
２
０
６
６

．
茸
冨
、
ヘ
ミ
ミ
ミ
２
，
．
丘
置
一
ｏ
す
の
．
．
①
●
〕
ミ
シ
美

ヨ
号
リ
ル
ケ
の
詩
「
オ
ル
フ
ォ
イ

ス
ヘ
の
ソ
ネ
ッ
ト
」
か
ら
作
ら

れ
た
新
作
「
踊
れ
オ
レ
ン
ジ
を
」

他
、
「
草
木
萌
ゆ
」
「
ゴ
ミ
と
字

濫
挫
の
歌
」
な
ど
４
作
品
を
発

表
。
出
演
は
藤
田
佳
代
、
研
究
所

■且Ⅷ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｙ
イベント

スケジュール

市
民
映
画
劇
場
Ⅵ
月
例
会

「
ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
」

Ⅶ
／
刺
働
帽
山

側
函
叩
／
掴
和
訓
／
把
恥
叩
／
ね
“
叩

2003.10-11

ベ
テ
ラ
ン
・
田
淵
幸
三
が
贈

る
秋
の
名
曲
演
奏
〈
『
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
、
シ
ョ

パ
ン
、
リ
ス
ト
な
ど
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
名
曲
の
数
々
を
演
奏
。

「
選
曲
の
内
容
が
た
い
へ
ん
重

厚
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
が
、

未
来
に
向
け
て
な
に
か
を
提
言

で
き
る
よ
う
な
演
奏
会
に
な
れ

ば
」
と
演
奏
者
本
人
も
意
欲
的

な
リ
サ
イ
タ
ル
だ
。
晩
狛
色
の

晩
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
ク
ラ
シ
カ

ル
な
ひ
と
と
き
を
。

異
人
館
通
に
あ
る
キ
タ
ノ
サ
ー

ヵ
ス
が
主
催
す
る
小
さ
な
「
世

界
劇
場
」
。
珠
玉
の
ラ
イ
ブ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
、
小
さ
な
会

場
な
ら
で
は
の
近
さ
で
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
、
ぜ
い
た
く

な
劇
場
だ
。

今
回
ソ
ロ
ラ
イ
ブ
を
行
な
う

山
本
公
成
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
サ
ッ

ク
ス
を
中
心
に
世
界
各
地
の
笛

を
自
在
に
吹
き
「
風
の
楽
団
」

を
は
じ
め
多
く
の
活
動
を
主
宰
。

演
毒
鱒
勤
の
多
く
は
自
然
を
テ
ー

マ
に
し
た
も
の
や
実
際
に
自
然

の
中
で
行
な
わ
れ
、
自
然
と
音

楽
に
よ
る
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
感
じ
る
。
ソ
プ
ラ
ノ
サ
ッ
ク

ス
を
は
じ
め
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ル
ー
ト
、
自
身
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
竹
笛
「
竹
子
」
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
に
よ
る
ラ

イ
ブ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

第
６
回
「
カ
ト
リ
ー
ヌ
劇
場
」

山
本
公
成
ソ
ロ
ラ
イ
ブ

加
／
氾
伺
循
如
伽
開
演

キ
タ
ノ
サ
ー
カ
ス
（
北
野
・
異
人
館
通
）

当
日
一
般
４
０
０
０
円
（
１
ド
リ
ン
ク

付
）●
問
合
せ
／
キ
タ
ノ
サ
ー
カ
ス

公
０
７
８
１
２
２
１
１
９
２
９
４

田
淵
幸
三

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

Ⅲ
／
羽
田
佃
ｗ
釦
開
演

イ
シ
ハ
ラ
ホ
ー
ル

（
大
阪
市
営
地
下
鉄
四
シ
橋
線
「
肥
後

橋
」
駅
）

一
般
５
０
０
０
円

③
問
合
せ
／
ポ
コ
ア
ポ
コ

冠
０
７
５
１
４
６
７
１
１
５
５
１

の
ダ
ン
サ
ー
と
と
も
に
、
フ
ラ

メ
ン
コ
ダ
ン
サ
ー
・
東
仲
一
矩
、

狂
言
師
・
岡
村
和
彦
、
演
劇
作

家
・
巾
皐
金
星
士
を
迎
え
、
バ
ロ
ッ

ク
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ン
バ

ロ
の
生
演
奏
で
踊
ら
れ
る
。
舞

台
に
は
現
代
美
術
作
家
・
南
和

好
の
幻
想
的
な
絵
が
映
し
出
さ

れ
る
。
極
度
に
動
き
を
抑
え
た

思
い
の
深
い
作
品
展
。

一
一
一 --冒志蓋遥謹

Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ

神
戸
朝
日
ホ
ー
ル
（
大
丸
か
ら
東
へ
卯

、
）
前
売
一
般
１
３
０
０
円

当
日
一
般
１
５
０
０
円
中
高
生
１
３

０
０
円

、
問
合
せ
／
映
画
サ
ー
ク
ル
協
議
会

盃
０
７
８
１
３
３
１
１
８
５
３
８

三
号
く
、
三
三
三
．
ぴ
の
六
六
ｏ
、
ヨ
の
．
．
巾
・
壱
、
一
、
六

○
○
、

一
局
３
の
桐
島
カ
ヤ
子
に
は
、

同
級
生
・
遠
藤
雅
美
だ
け
が
特

別
に
見
え
た
。
彼
女
の
好
き
な

曲
、
読
ん
で
い
る
本
、
彼
女
が

思
っ
て
い
る
こ
と
、
ｖ
も
？
と
い

ろ
ん
な
こ
と
が
姉
併
ソ
た
か
つ
た
・
も

魚
哨
キ
リ
コ
の
人
気
コ
ミ
ッ
ク

ス
「
ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
」
を
、
新
鋭
・

安
藤
尋
監
督
が
映
画
化
。
出
演

は
市
川
実
日
子
、
小
而
署
呈
奈
美
、

今
宿
麻
美
、
村
上
淳
な
ど
、
注

目
の
若
手
俳
優
が
多
数
参
加
し

て
い
る
。
撮
影
、
音
楽
、
脚
本

な
ど
、
柔
ら
か
く
繊
細
な
十
代

の
雰
囲
気
を
十
二
分
に
映
像
化

、
し
て
い
一
色
・

奔
放
で
傷
つ
き
や
す
く
、
無

垢
だ
か
ら
こ
そ
切
な
い
、
決
し

て
甘
い
思
い
出
ば
か
り
で
は
な

か
っ
た
高
校
時
代
の
景
色
…
過

去
の
あ
な
た
自
身
に
重
な
る
人

が
き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず
。

※
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

神戸
っ子
アー
カイ
ブ
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co
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神戸
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1０３

愛
読
者
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

☆
市
民
映
画
劇
場
Ⅱ
月
「
ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
」

（
Ⅱ
／
脚
・
帽
）
ペ
ア
３
組

☆
映
画
館
招
待
券

●
パ
ル
シ
ネ
マ
し
ん
こ
う
え
ん
（
湊
川

公
園
）
２
名

、
／
７
～
別
「
シ
カ
ゴ
」
「
ト
ゥ
ー
・

ウ
ィ
ー
ク
ス
・
ノ
ー
テ
ィ
ス
」
▽
功
／

型
～
”
「
ぼ
く
の
ス
ウ
ィ
ン
グ
」
「
リ

ト
ル
・
ダ
ン
サ
ー
」
▽
岨
／
羽
～
皿
／

４
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
」
「
草
ぶ
き

の
学
校
」
▽
ｕ
／
５
～
Ｍ
「
た
そ
が
れ

清
兵
衛
」
「
こ
こ
ろ
の
湯
」

●
ペ
レ
ー
ネ
シ
ネ
マ
（
西
区
）
ペ
ア
５

組加
／
４
～
、
／
７
「
陰
陽
師
．
」
▽
ｕ

／
１
～
「
と
つ
と
こ
ハ
ム
太
郎
」
▽
ｎ

／
８
～
「
阿
修
羅
の
ご
と
と

●
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
（
ハ
ー
パ
ー
ラ
ン
ド
）

２
名
Ⅲ
／
４
～
フ
ョ
ニ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ご

▽
叩
／
４
～
「
陰
脇
師
・
」
▽
ｍ
／
ｕ

～
「
リ
ー
グ
・
オ
ブ
・
レ
ジ
ェ
ン
ド
」

▽
、
／
８
～
厨
、
冨
巴
▽
ｎ
／
８
～

「
阿
修
羅
の
ご
と
く
」

●
西
雛
劇
場
（
灘
区
水
道
筋
）
ペ
ア
５

組ｍ
／
４
～
Ⅳ
「
ミ
ー
・
ウ
ィ
ズ
・
ア
ウ

ト
・
ユ
ー
」
「
ベ
ヅ
カ
ム
に
恋
し
て
」

▽
ｍ
／
岨
～
帥
「
風
の
城
壁
」
他
１
本

※
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
①
希
望
す

る
チ
ケ
ッ
ト
（
劇
場
名
）
②
住
所
・
氏

名
③
電
話
番
号
④
今
月
号
の
感
想
を
書

い
て
〒
６
５
０
１
０
０
１
１
神
戸
市

中
央
区
下
山
手
通
２
１
旧
１
３
建
創
ピ

ル
４
階
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
１
３
３
１
１

２
７
９
５
）
「
月
刊
神
戸
っ
子
チ
ケ
ッ

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
ま
で
お
送
り
下
さ

、
。

⑬ ライブハウス・スケジュール、
回チキンジョージ
TELO78-392-0146
８（水）ジッタリン・ジン
11(±）斎藤誠
13（月）須藤満
14（木）山弦
17（金）MAOCHICA
18(±）PENIClLLlN
20（月）トレスアミーゴス
23（木）TheChangebacks
24（金）別所ユージ
11/1(土）田中倫明ROMANTlCA
５（水）宇崎竜童

画ビアジュリアン
TELO78-391-8081

５（日）樫井孝子(sp)片桐えみ(p）
６（月）重水由紀(sp)片桐えみ(p）
７（火）田中郷子(sp)西奈央子(p）
８（水）ゆうきじゆん
10（金）武田有賀(p）
12（日）辻本恵子(P）
13（月）小笠原薫(v､)山内尚子(p）
14（火）納谷知佐(sp)藤井巳加(P）
15（水）貞清直美(sp)多久江里
子(p）

16（木）近藤美香(p）
17（金）鈴木華重子(p）
18(土）松漂須美デサーｺﾝｻー ﾄ
19（日）辻本恵子(p）
20（月）中鼻佐和(vn)留由美子(p）
21（火）折川真理(v､)中元智子(p）
22（水）渡辺悦朗(フアゴット)藤
渓優子(p）

23（木）高橋乗子〈VC)山内尚子(p）
24（金）武村美穂子(fl)稲葉綾(p）
26（日）金漂佳代子(p）
27（月）小笠原薫(v､)山内尚子(p）

原薫(v､)山内尚子(p）

一ｺンサート

28（火）西本淳(Sax)植田浩徳(p）
29（水）藤渓企画/中村真美(Ｃｌ）
30（木）久保田裕美(fl)植田浩徳(p）

Ｈ
乱
回
Ｔ
olly､ｓ
078-251-5147

４(土）
９(木）

10（金）
11(±〕

16（木）
17（金）
18(土）
23（木）

24（金）
25(土）
30(木）

雨宮千晶ﾄﾘｵ
HANNY(vo)たくみゆか
(p)奈良原裕一(p)平田哲
也（｡r）
山口エミ(vo）
原麻美(vo)小泉ゆうこ(p）
小出恭正(b）
宮下博行(p)ﾄﾘｵ
Ｗ３Ｗ・ＪａｚｚＢＡＮＤ
ＴＡＫＥ－ＦｌＶＥ
大石まいこ(p)奥村彩(vo）
新井洋平(b）
ＣＨＯＫＡＭｌＩＴ１１

ｌｍＢＢＢＩｌ

田中敬子(p)宮上啓二(b）
亀井俊児(｡r）

31（金）藤村麻紀(vo)他

国風厘宗兵衛
TEL､078-332-1963
６（月）高橋裕(9)おちあいさとこ
（vo)日原史絵(筆)江草啓
太(p)阿波道本恵(唄・三
線)新垣優子(唄・三線）
李浩麗(vo）

８（水）吉本章紘(ts)水野篤(b）
三科武史(dr）

11(土）山本昌広(as)奥糖美里(p）
中林薫平(b)清水勇博(dr）

12（日）花菱(vo)未絵(2ndvo)辻
林尚樹(9)山口裕美子(ｋ
ｅｖｌ加納亘一(b)向井秀曲

一福

（dr）
13（月）江藤雅樹(vo)石橋文博
(9)ハチロー(b)鈴木正人

16（木）

18(土）

25(±）

〈｡r）
三木俊彦(as)西川悟志(b）
樋口広大(｡r）
大川陽子(ｖｏ・per)松平
豊(Sax)飯田正彦(9)山本
浩嗣(b）
辻井隆(ts)池上直樹(tp）
藤村明子(p)仁木健(b)吉
元信宏(｡r）

26（日）西口明宏(ts)須藤雅彦(9)
中林薫平(b)清水勇博(｡r）

28（火）内藤大輔(ts)時安吉宏(b）
清水勇博(dr）

30（木）吉本章紘(ts)西口明宏(ｔ
ｓ)須藤雅彦(9)水野篤(bs）
清水勇博(dr）

3,（金）菅野義孝(9)小林陽一(dr）
ブレント●ナッシー(b）

画WACA2

TELO78-333..6768

10（金）鏑木Group
ll(±）ROLLlNGKATSU＆Ｋｌ
ＮＧＳＮＡＫＥＨｌＤＥＳＨｌ
ＭＡ

１２(土）いとうたかお
16（木）MONKEYDEAD
18(±）LOTIONMANlACS
19（日）YUSUKE
25(±）ＭＡＳＨ

回SONE
TELO78-221-2055
５（日）ロイヤル・フラッシュ・

ジャズバンド

６（月）新井雅代(vo)＋ﾄﾘｵ
７（火）ペテイ鞍富(vo)＋ﾄﾘｵ
８（水）ボンピ柿本(vo)＋トリオ
９（木）大塚善章ﾄﾘｵ＋新井雅
代(vo）

10(金〉北荘桂子(Vo)＋ﾄﾘｵ
11(±）橋本裕ギターカルテット
＋北荘桂子(vo）

12（日）鍋島直通クインテット＋
新井雅代(Vo）

13（月）北荘桂子(vo)＋ﾄﾘｵ
14（火）橋本裕ギタートリオー|･大
越理加(vo）

15（水）新井雅代(vo)＋ﾄﾘｵ
16（木）古谷充カルテット
17（金）辛島寿美子(vo)＋ﾄﾘｵ
18(土〉ペテイ鞍富(vo)･ﾄﾄﾘｵ
19（日）ヅｬﾈｯﾄ(vo)＋ﾄﾘｵ
20（月）北荘桂子(vo)＋ﾄﾘｵ
21（火）南るみ子(vo)＋ﾄﾘｵ
22（水）岩宮美和ひきがたり＋
ギタートリオ

23（木）宮野英子(vo)＋ﾄﾘｵ

織郷瀧勝
トリオ

27（月）大越理加(vo)＋ﾄﾘｵ
28（火）北荘桂子(vo)＋ﾄﾘｵ
29（水）吉田照美(vo)＋ﾄﾘｵ
30（木）長谷川元伸カルテット＋
大越理加(vo）

31（金）日高典雄カルテット＋大
越理加(vo）

11/1(±〉新井雅代〈vo)＋ﾄﾘｵ
２（日）ロイヤル・フラッシュ・
ジャズバンド

新井雅代(vo)＋ﾄﾘｵ
古谷充カルテッ

(vo)･ﾄトリオ

宮野英子(vo)＋トリオ

篭郷瀧吟
ﾄﾘｵ
大越理加(vo)＋ﾄﾘｵ
北荘桂子(vo)＋ﾄﾘｵ
吉田照美(vo)＋ﾄﾘｵ

十
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睡
司〃
ワ
６
Ｌ

チ
ャ
ン
ス
。
日
替
り
の
超
超
目

玉
商
品
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で

ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
。

回
問
合
せ
／
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６
．
６

４
４
５
。
２
１
９
１

☆
芸
術
の
秋
ｊ
ジ
ョ
イ
ン
ト
・

コ
ン
サ
ー
ト

加
月
ｎ
日
闘
岨
時
よ
り
イ
シ

ハ
ラ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
ソ
プ

ラ
ノ
坂
本
環
、
バ
リ
ト
ン
河
野

克
典
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー

ト
が
催
さ
れ
る
。
歌
姫
の
声
輝

く
今
、
ド
イ
ツ
・
リ
ー
ト
の
俊

英
を
迎
え
て
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

の
『
魔
王
』
、
中
田
喜
直
・
寺

山
修
司
の
『
木
の
匙
』
な
ど
芸

術
の
秋
に
贈
る
美
し
い
歌
の
夕

Ｕ画且牢ｎ勺画頚

ｍｒＯＢ，■訂hjn”

ボ
ケ

1０４

ソプラノ

坂本環

バリトン

河野克典

☆
神
戸
初
！
め
ち
や
得
！
ブ
ラ

ン
ド
＆
リ
サ
イ
ク
ル
市
ｉ
ｎ
神

戸
ハ
ー
バ
ー
サ
ー
カ
ス

ｎ
月
ｎ
日
閏
～
皿
日
㈲
の
３

日
間
、
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド

ハ
ー
バ
ー
サ
ー
カ
ス
４
Ｆ
に
、

ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
リ
サ
イ

ク
ル
品
を
扱
う
リ
サ
イ
ク
ル
ブ

テ
ィ
ッ
ク
・
質
屋
・
イ
ン
ポ
ー

ト
シ
ョ
ッ
プ
が
集
結
。
ヴ
ィ
ト

ン
に
シ
ャ
、
ネ
ル
に
エ
ル
メ
ス
と

人
気
の
バ
ッ
ク
、
時
計
、
ジ
ュ

エ
リ
ー
な
ど
が
通
常
価
格
よ
り

さ
ら
に
激
安
で
買
え
る
絶
好
の

べ
。
ピ
ア
ノ
伴
奏
は
多
田
秀
子
、

お
話
は
中
田
幸
子
。
入
場
料
￥

５
０
０
０
（
自
由
席
）

■
イ
シ
ハ
ラ
ホ
ー
ル
（
地
下
鉄

四
つ
橋
線
「
肥
後
橋
」
駅
下
車

５
１
Ｂ
出
口
上
が
る
）

■
問
合
せ
／
大
阪
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
協
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６
．
６
１
３

５
．
０
５
０
３

「
誕
生
日
フ
ェ
ス
タ
」
へ
ど
う
ぞ

☆
Ｌ
ｅ
ｔ
ｇ
Ｔ
ｒ
ｙ
″
サ
バ
イ
バ

ル
ゲ
ー
ム

最
近
ブ
ー
ム
と
な
り
つ
つ
あ

る
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
。
グ
ッ

ズ
を
取
り
扱
う
お
店
も
全
国
で

約
１
２
５
０
店
舗
、
ゲ
ー
ム
専

用
の
フ
ィ
ー
ル
ド
も
各
地
に
数

多
く
あ
る
。
そ
こ
で
㈱
ヴ
ァ
ン

ズ
プ
ロ
で
は
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー

ム
の
ル
ー
ル
案
内
・
安
全
性
を

よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
ハ
ウ
ト
ゥ
ー
ビ
デ
オ

『
フ
ル
メ
タ
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
』

を
ｎ
月
５
日
伽
に
リ
リ
ー
ス
す

「
誕
生
日
フ
ェ
ス
タ
」

日
時
ｎ
月
２
日
佃

午
前
加
時
～
午
後
５
時

場
所
コ
ミ
ス
タ
こ
う
べ

（
中
央
区
吾
妻
通
４
）１
Ｍ

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
６
５
０
．
８
７
９
０
神
戸
市

中
央
区
中
町
通
４
．
２
．
ｕ
村

上
ビ
ル
Ｂ
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３

６
０
．
１
２
５
７

坐少融凸

睡
司〃
ワ
６
Ｌ

十
一
月
二
日
⑧
に
第
四
回
誕

生
日
フ
ェ
ス
タ
を
開
き
ま
す
。

「
障
が
い
者
」
の
心
か
ら
の
求

め
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。
十

数
名
の
声
の
連
な
り
で
す
。
求

め
を
拒
む
壁
は
、
人
の
心
の
荒

れ
や
世
の
仕
組
み
の
荒
さ
で
す
。

突
き
崩
す
勇
気
と
協
力
を
、
こ

の
機
会
に
培
い
ま
し
ょ
う
。

障
が
い
者
が
先
生
と
な
っ
て

得
意
の
技
を
教
え
る
「
本
人
講

師
」
や
車
い
す
ダ
ン
ス
を
楽
し

み
ま
す
。
オ
リ
ッ
ク
ス
ブ
ル
ー

ウ
ェ
ー
ブ
の
ネ
ッ
ピ
ー
も
応
援

し
て
く
れ
ま
す
。

地
域
で
懸
命
に
生
き
る
陣
が

い
者
の
笑
顔
や
熱
気
を
身
に
浴

び
て
、
神
戸
復
興
の
ま
ち
づ
く

り
の
視
野
を
拡
げ
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。

お気に入りの
ブランドがいっぱい

フルメタルエンジェル達と
サバイバルケームの世界を楽しもう

誕
生
日

あ
り
が
と
一

運
動
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趣黙諾命鳴花時計
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1０５

鵜
鱗
識
鵬
縫
瞬
難
蝿
御
霊
洲
叫
一

姫
路
の
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
お
出
掛
け
を
。
浮
べ
罪
統
か
》
幅
叶
鉢
鐸
叫
動

》
溌
騨
》
鞭

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

★
奥
田
貿
易
真
珠
の
奥
田
一
弥
社
長

が
、
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
（
タ
ヒ
チ
）

政
獅
よ
り
、
タ
ヒ
チ
黒
蝶
真
珠
麓
業

の
育
成
と
発
展
に
多
大
な
功
綴
を
残

さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
郷
シ
ュ
バ
リ

エ
車
“
を
受
章
。
９
月
弱
日
附
の
午

後
６
時
よ
り
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
本

館
地
下
１
階
で
受
素
パ
ー
テ
ィ
が
側

か
れ
ま
し
た
。

★
ｎ
月
１
日
山
午
後
１
時
釦
分
よ
り
、

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
南
館
大
輪
凪
の

間
に
お
い
て
細
谷
俊
雄
氏
の
畏
男
・

毒
人
さ
ん
と
驚
蕊
文
一
氏
の
長
女
・

麻
悠
子
さ
ん
が
結
縮
式
を
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
幸
せ
に
！

★
藤
田
佳
代
卿
踊
研
究
所
の
第
鯛
回

発
表
会
が
、
ｎ
月
１
日
午
後
６
時
よ

り
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
。
第
８
回
藤

田
佳
代
作
品
喚
は
ｎ
月
豹
日
午
後
６

附
加
分
よ
り
や
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
。

リ
ル
ケ
の
踊
れ
オ
レ
ン
ジ
を
テ
ー
マ

に
。
チ
ケ
ッ
ト
￥
４
０
０
０
（
当
日

￥
４
５
０
０
ペ
ア
￥
７
０
０
０
）
Ｔ

Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
８
２
２
。

２
０
６
６
ま
で
。

★
、
月
浬
日
出
風
か
お
る
＆
卸
く
女

／
男
達
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

昼
の
部
午
後
３
時
～
。
夜
の
部
午
後

６
時
加
分
～
の
２
回
。
新
神
戸
オ
リ

エ
ン
タ
ル
劇
場
で
開
か
れ
る
。
出
演

／
風
か
お
る
・
難
波
克
行
・
Ｋ
Ａ
Ｔ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｒ
１
ｏ
㈲
ウ
ィ
ン
ド
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
Ｃ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
６

９
１
．
２
２
６
０
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
。

６
９
１
．
２
２
３
５

★
Ⅲ
月
９
日
㈱
～
腿
日
脚
午
前
ｎ
時

～
午
後
６
時
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ほ
り
か

わ
に
お
い
て
論
第
ｎ
回
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
会
・
作
品
展
（
中
西
勝
画
伯
指
導
）

が
開
か
れ
ま
す
。
三
宮
本
通
り
Ｔ
Ｅ

Ｌ
Ｏ
７
８
ｏ
３
３
２
ｏ
４
８
７
７

★
歌
手
の
湯
井
一
葉
さ
ん
が
鋤
周
年

記
念
に
薄
シ
ャ
ン
ソ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

別
を
、
ｎ
月
妬
日
出
リ
ｉ
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
３
Ｆ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
す
。
お
食
耶
岨
時
加
分
～
。

コ
ン
サ
ー
ト
午
後
１
時
遁
分
～
。
チ

ケ
ッ
ト
＆
ラ
ン
チ
￥
１
５
０
０
０
お

問
合
せ
サ
ロ
ン
・
ド
・
Ｋ
Ｏ
７
９
７
．

２
３
．
２
４
５
９

★
神
戸
女
声
合
唱
団
（
代
表
／
岡
邦

子
）
が
、
創
立
調
周
年
記
念
を
迎
え

加
月
妬
日
山
午
後
２
時
開
演
／
神
戸

文
化
中
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
す
。
昨

年
は
全
国
シ
ル
バ
ー
合
唱
郡
ン
ク
ー

ル
で
「
金
賞
」
を
。
今
年
は
小
橋
潔

２
０
６
６
ま
で
。

★
、
月
浬
日
出
風
か
お
る
＆
卸
く
女

／
男
達
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

昼
の
部
午
後
３
時
～
。
夜
の
部
午
後

６
時
加
分
～
の
２
回
。
一
利
神
戸
オ
リ

エ
ン
タ
ル
劇
場
で
開
か
れ
る
。
出
演

／
風
か
お
る
・
難
波
克
行
・
Ｋ
Ａ
Ｔ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｒ
１
ｏ
㈲
ウ
ィ
ン
ド
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
Ｃ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
６

９
１
．
２
２
６
０
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
。

６
９
１
．
２
２
３
５

★
Ⅲ
月
９
日
㈱
～
腿
日
脚
午
前
ｎ
時

～
午
後
６
時
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ほ
り
か

わ
に
お
い
て
論
第
ｎ
回
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
会
・
作
品
展
（
中
西
勝
画
伯
握
廻
等
）

が
開
か
れ
ま
す
。
三
宮
本
通
り
Ｔ
Ｅ

Ｌ
Ｏ
７
８
ｏ
３
３
２
ｏ
４
８
７
７

★
歌
手
の
湯
井
一
葉
さ
ん
が
鋤
周
年

記
念
に
薄
シ
ャ
ン
ソ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

別
を
、
ｎ
月
妬
日
出
リ
ｉ
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
３
Ｆ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
す
。
お
食
耶
岨
時
加
分
～
。

コ
ン
サ
ー
ト
年
土
像
１
時
遁
分
～
。
チ

ケ
ッ
ト
＆
ラ
ン
チ
￥
１
５
０
０
０
お

間
》
合
せ
サ
ロ
ン
・
ド
・
Ｋ
０
７
９
７
ｏ

指
揮
者
と
山
本
収
指
揮
者

で
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７

口
Ｕ
の
、
凸
角
四
画
。
Ⅱ
４
●
ｎ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
目
唾
民
哩

歩
い
て
復
興
祈
願
。
も
う
８
年
９

碍
蟻
鱗
撫

た
り
忙
し
い
。

★
路
地
と
車
道
と

今
、
我
が
家
は
神
戸
山
本
通
２

丁
目
の
回
教
寺
院
と
神
戸
女
子
大

学
文
化
セ
ン
タ
ー
の
見
え
る
マ
ン

シ
ョ
ン
住
ま
い
。
そ
し
て
褐
集
部

は
、
ト
ア
ロ
ｉ
ド
と
生
田
新
道
が

交
差
す
る
山
口
銀
行
山
側
の
ロ
ー

ソ
ン
の
４
Ｆ
に
あ
る
。

朝
は
、
一
宮
神
社
、
北
野
の
お

不
動
さ
ん
。
そ
し
て
生
田
神
社
を
ロ道集マ了通
1が部ﾝ大2

そ
の
お
か
げ
で
、
魁
も
絶
え
絶

え
に
創
り
続
け
る
月
刊
神
戸
っ
子

の
パ
ワ
ｉ
を
保
て
る
か
ら
不
思
議
。

兄
が
亡
く
な
る
前
に
中
山
手
４

丁
目
の
、
家
を
売
ろ
う
と
い
う
話

が
出
た
と
き
、
坂
道
の
路
地
に
あ

る
電
柱
を
動
か
せ
ば
車
道
に
な
っ

て
高
く
売
れ
る
と
い
わ
れ
た
。
お

隣
り
の
華
僑
の
お
じ
さ
ん
が
、

「
こ
こ
は
単
が
入
ら
な
い
か
ら
い

い
の
よ
・
危
な
く
な
い
し
、
子
育

て
に
一
番
よ
」

そ
う
い
え
ば
、
岡
山
に
空
き
家

で
お
い
て
い
る
ワ
ラ
プ
キ
屋
根
の

家
も
、
前
に
小
川
が
あ
っ
て
車
が

入
れ
な
い
か
ら
ダ
メ
よ
と
、
車
業

の
長
男
に
い
わ
れ
た
。

ト
ア
ロ
‐
ド
の
坂
道
は
広
く
、

下
り
線
の
車
道
で
あ
る
。
鯉
川
筋

に
行
く
ま
で
の
道
に
い
く
つ
も
の

路
地
が
あ
り
、
ト
ア
ロ
ー
ド
ウ
ェ

ス
ト
の
繁
盛
は
路
地
の
楽
し
さ
だ
。

人
に
や
さ
し
い
の
が
い
い
か
、
車

に
や
さ
し
い
の
が
い
い
か
。
今
ま

で
、
日
木
人
は
大
抵
、
車
を
優
先

し
た
。虹
世
紀
は
、
こ
の
車
道
優
先
か

ら
、
人
に
や
さ
し
い
車
道
と
、
路

地
の
楽
し
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

る
時
だ
と
思
う
。
路
地
で
向
う
一
・
・

軒
両
隣
り
と
あ
い
さ
つ
し
、
車
道

も
路
面
電
車
を
考
え
た
り
す
る
時

期
に
き
て
い
る
と
思
う
。（
Ｍ
・
Ｋ
）

軒
両
隣
り
と
あ
い
さ
つ
し
、

も
路
面
電
車
を
考
え
た
り
す

期
に
き
て
い
る
と
思
う
。
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第
１
回
六
甲
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
開
催

六
甲
山
の
歴
史
街
道
を
歩
く

油
コ
ブ
シ
か
ら
ア
イ
ス
ロ
ー
ド

［
■

Ljf,心P

唖

酔
参

γ’

鴫

六
甲
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

第
３
回
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

日
時
韓
刊
月
妬
日
（
水
）

．
－
ス
》
魚
屋
道
か
ら
六
甲
最
高
峰

お
問
い
合
せ
“
月
刊
神
戸
っ
子

容
０
７
８
１
３
３
１
１
２
２
４
６

協
力
諏
（
株
）
ア
シ
ッ
ク
ス

イ
カ
ワ
ス
ポ
ー
ッ

1０６

↑
』

月
刊
神
戸
っ
子
主
催
に
よ
る
「
六
甲
山
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
」
企
画
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
Ⅱ

９
月
型
日
（
水
）
、
第
１
回
六
甲
山
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
激
し
い
雨
、

風
に
恵
ま
れ
最
高
の
天
気
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
参
加
者
皆
さ
ん
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。
な
に
よ
り
、
六
甲
山
で
他
の
登
山

者
の
方
を
一
人
も
見
る
こ
と
が
な
く
、
我
々

だ
け
の
貸
切
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
い
う

満
足
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

神
戸
に
あ
る
六
甲
山
と
い
う
恵
ま
れ
た
環

境
を
使
っ
て
、
山
登
り
に
関
す
る
知
識
、
経
験
、

技
術
を
学
び
、
１
年
間
を
通
し
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
い
こ
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
こ
の

企
画
は
始
ま
り
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
著
名
な
登
山
家
、

重
度
恒
夫
さ
ん
（
ア
シ
ッ
ク
ス
・
ア
ウ
ト
ド

ア
マ
イ
ス
タ
ー
）
、
井
川
勲
さ
ん
（
イ
カ
ワ
ス

ポ
ー
ッ
店
主
）
に
な
っ
て
い
た
だ
き
一
年
間

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
に
入
れ
ば
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
重
度

さ
ん
の
下
、
地
図
の
見
方
、
雨
風
へ
の
対
応

の
仕
方
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
楽

し
い
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
な
り
ま
し
た
。

回
数
を
重
ね
、
少
し
ず
つ
勉
強
し
な
が
ら

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
山
を
楽
し
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
ど
う
も
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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識難鵜鱗Ｉ

謡鍔i畷蕊蕊忍I翁鍍覇
い｡しかし鯛子に乗り過ぎると思わぬ反発
が起きるので要注意。

1０７

受と側占い《十月の運気》

占師

ねずみ月(12/8～1/5)生まれ
迎気は徐々に挽回し万事が回転を始めて

貫需聡瀬難癖冒繍綴り貴
込まれる。変化変動もあり｡~

運気はやや持ち直し進み始めている。こ

縛喜講謡謡繕慰霊鱈廼
を逃がじてしまう。

とら月(2/4～3/5)生まれ

議鰹職職識；
の好機ともなる。

いぬ月(10/9～11/刀生まれ

蕊蕊鍵世澱篭
し月(11/8～12/7)生まれ調いのしし月(11／8～12/７

係・心の問題・家族・職場・恋愛など

わらおう予約O78-321-6865

うま月〔6/6～7/7)生まれ

瀧織繍蕊琴

M＝)仁丹のフコイダン

FU-3000
ブコイダン+3菌糸体

⑪唇し上がり方：

鯉廠像持のため、１日Ｉ

～2パックを目安にコッ

プ砿どに注いでお召し上

がり下さい｡水やジュー

スなどを混ぜて飲んで頂

いても霊偶です。

オキナワモズク由来フコイダンに、

3酒の菌糸体くスエヒロタケ､アガリ
クス､メシマコブ)を高溌度に混合
した代替医療食品

亥
，
＃

一
蝿
一
・ｉ

》
鯉
続
一

》
鯉
呼
腫凹一
一■

褐藻類の成分『フコイダン」が癌細胞を自滅させる。

フコイダンが癌細胞をアポトーシス（細胞の自殺作用）する
ことが第55回日本癌学会で発表されました。以後臨床研究が

盛んに実施され、代替医耀食品として今、注目されています。

包桓)ｲﾂgﾀと畦夢I趣ﾘﾂ目曜鰯鍵ﾖI賎
海藻頚に含まれる多穂類成分の総学名を「アガリクスフラゼイ」と
称で部分的に硫該化されたフコーいい、原産地はブラジルです。
スを主構成飢分としてい言壷r･褐１９８０年の日本薬理学会、日本癌
藻類より抽出された｢フコイダン」学会総会等で制ガン効果が発表さ
は､近年､数多くの生理活性作用れました。多糖体のβ-,-グルカン

が見いだされています。を含んでいます。

239/韓iほi謎M漣諏と脳彦函昌回鈍種磯鯵と魅

長崎県男女群島の女島(メシマ〕に水溶性のβ-1.3．グルカンを豊富に
野生する桑の幹に寄生することか含んでいます。β-1-3-グルカンは
らこの名がついたといわれていま免疫斌活作用がありますが、水溶
す。メシマコブ菌糸体を熱水抽出性になると消化管免疫組織の機能
したエキスは免疫力を活発にするを高めやすいといわれています。

働きがあるといわれています。加齢により免疫力が低下した高齢
者の方に適しています。

貴
●

森下仁丹㈱100％子会社

㈱仁丹ファインケミカル
／

資料冒青兼はエルムサポートクラブ

謡8椙8謂君美担当土井
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森
の
稲
荷
神
社
と

魚
屋
道

甲
南
と
い
う
言
葉
は
六
甲
の
南
と
い
う
意
味
で
、
六
甲
南
麓
・

東
神
戸
を
郷
台
に
す
る
学
校
や
企
業
や
団
体
名
に
し
ば
し
ば
見

受
け
ら
れ
る
。
一
方
、
山
陽
・
山
陰
と
い
う
ふ
う
に
南
と
北
を

陰
陽
で
表
わ
す
方
法
に
よ
る
と
、
六
甲
の
南
は
甲
陽
と
な
る
か

ら
、
甲
陽
と
甲
南
は
も
と
も
と
同
じ
意
味
な
の
で
あ
る
。
古
代

に
浪
速
の
津
（
大
阪
）
あ
た
り
か
ら
見
て
、
海
の
彼
方
に
あ
っ

た
西
宮
・
東
神
戸
方
面
を
海
の
「
む
こ
（
向
）
う
」
と
呼
び
、

地
名
は
漢
字
二
字
で
表
わ
す
習
わ
し
か
ら
「
武
庫
（
む
こ
う
と

一
儲
珊
の
神
戸
歴
史
ウ
オ
ー
ク
（
８
）

Ａ
⑭
凹
出
一
品

の
字
が
使
わ
れ
、
武
庫
川
・
武
庫
郡
・
武
庫
山
な
ど
の
地
名
が

つ
き
、
や
が
て
務
古
・
六
児
さ
ら
に
山
に
つ
い
て
は
「
六
（
む
）

甲
（
こ
う
）
山
」
の
字
で
も
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が

「
ろ
つ
こ
う
さ
ん
」
と
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
今
に
至
っ
た
よ

う
だ
と
、
す
で
に
六
甲
道
駅
の
時
に
書
い
た
。
六
甲
山
が
武
庫

山
だ
と
解
る
と
、
武
庫
（
六
甲
）
山
の
南
（
陽
）
つ
ま
り
武
陽

と
い
う
言
葉
も
甲
南
・
甲
陽
と
同
義
語
だ
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

私
の
母
校
で
あ
る
兵
庫
高
校
な
ど
は
旧
制
の
神
戸
二
中
の
時
代

か
ら
同
窓
会
を
武
陽
会
と
称
し
て
き
た
。

八
世
紀
に
完
成
し
た
律
令
に
よ
る
地
方
制
度
で
は
、
全
国
は

国
・
郡
・
里
（
郷
）
に
分
け
ら
れ
た
。
今
日
の
夙
川
か
ら
生
田

う
ば
ち

川
に
至
る
六
甲
南
麓
の
地
方
が
摂
津
国
菟
原
郡
で
、
平
安
前
期

ら
Ｌ
Ｐ

の
記
録
に
よ
る
と
、
東
灘
の
地
域
に
は
葦
屋
郷
（
本
庄
や
本
山

さ
さ
い

の
東
部
と
芦
屋
市
の
一
帯
）
・
佐
才
郷
（
魚
崎
一
帯
）
。
住
吉

か
が
み

郷
（
本
山
の
西
部
と
住
吉
）
・
覚
美
郷
（
御
影
地
方
）
な
ど
の

郷
が
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
菟
原
郡
の
郡
役
所
は
地
名
に
よ
る

と
、
御
影
の
郡
家
か
ら
住
吉
の
室
之
内
あ
た
り
に
設
け
ら
れ
た
。

政
府
は
国
土
を
均
等
に
国
民
に
支
給
し
、
人
が
死
ぬ
と
土
地
を

返
さ
せ
た
。
こ
の
班
田
収
授
の
た
め
に
戸
籍
を
造
り
、
農
地
を

基
盤
目
状
に
区
画
整
理
し
た
。
こ
の
地
割
が
条
里
制
で
、
摂
津

本
山
駅
か
ら
甲
南
山
手
駅
の
周
辺
に
あ
っ
た
一
ノ
坪
（
小
路
）
。

⑪

ニ
ノ
坪
（
小
路
）
・
一
一
一
ノ
坪
（
北
畑
）
・
三
王
坪
（
深
江
）
・

泉
ヶ
坪
（
同
）
・
八
条
垣
（
岡
本
）
・
十
ヶ
坪
（
御
影
）
な
ど

あ
ざ

と
い
う
字
名
は
、
条
里
制
の
地
番
表
示
の
名
残
だ
っ
た
。

さ
て
、
甲
南
山
手
駅
一
帯
の
森
南
町
と
森
北
町
は
、
江
戸
時

代
に
摂
津
国
菟
原
郡
に
あ
っ
た
森
村
の
地
域
で
、
駅
か
ら
北
西

に
五
百
メ
ー
ト
ル
た
ら
ず
で
古
社
・
森
の
稲
荷
神
社
が
あ
っ
て
、

興
味
深
い
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
奈
良
時
代
初
め
の
霊
亀
元

年
（
７
１
５
）
卯
月
卯
月
の
夜
、
深
江
の
漁
師
が
暗
い
海
辺
を

歩
い
て
い
る
と
、
沖
に
不
思
議
な
光
が
現
わ
れ
た
。
そ
れ
を
知

ら
さ
れ
た
村
人
が
海
岸
に
集
ま
っ
て
い
る
と
、
そ
の
光
は
波
に

ゆ
ら
れ
な
が
ら
岸
に
近
づ
き
、
浜
辺
に
あ
っ
た
大
き
な
松
の
木

の
根
か
た
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
光
の
中
か
ら
「
わ
れ

は
稲
荷
の
神
霊
、
こ
の
山
手
の
森
か
げ
に
鎮
座
し
た
い
」
と
い

0８

甲
南
山
手
駅

田
辺
直
人

う
声
が
聞
こ
え
た
。
人
々
は
よ
ろ
こ
ん
で
松
の
周
り
を
躍
り
回
っ

て
神
を
迎
え
神
託
ど
お
り
に
そ
の
浜
の
北
の
森
陰
に
神
を
祁
っ

た
。
以
後
近
在
は
豊
か
に
な
り
平
安
な
日
々
が
続
い
た
。
こ
れ

が
森
の
稲
荷
神
社
の
起
こ
り
で
、
人
々
が
躍
り
回
っ
て
神
を
迎

北
ど

え
た
浜
辺
の
松
は
踊
り
松
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
土
地

で
は
、
神
さ
ま
の
漂
着
を
祝
っ
て
毎
年
卯
月
卯
月
の
日
に
祭
り

を
行
な
い
、
卯
の
葉
祭
り
と
称
し
て
き
た
。
江
戸
時
代
に
は
、

保
久
良
神
社
と
と
も
に
近
郊
の
本
庄
九
か
村
（
森
・
深
江
・
青

木
・
中
野
。
小
路
・
北
畑
・
田
辺
・
津
知
・
三
条
）
の
総
氏
神

と
し
て
あ
つ
く
信
仰
さ
れ
た
が
、
明
治
５
年
以
降
は
県
の
命
令
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で
総
鎮
守
を
保
久
良
神
社
と
分
け
あ
い
、
明
治
盟
年
に
町
村
制

が
施
行
さ
れ
て
以
後
、
森
・
深
江
・
青
木
の
旧
三
か
村
の
地
域

だ
け
が
氏
子
地
と
し
て
残
っ
た
。

踊
り
松
が
あ
っ
た
の
は
、
現
在
の
神
戸
商
船
大
学
養
正
館

（
深
江
本
町
４
丁
目
２
）
の
あ
た
り
で
、
今
で
は
踊
り
松
の
碑

が
建
っ
て
い
る
。

稲
荷
神
社
の
参
道
東
側
に
あ
る
古
い
手
洗
石
に
刻
ま
れ
た
奉

納
者
名
を
見
る
と
、
深
江
や
青
木
に
は
「
魚
屋
」
と
い
う
屋
号

が
目
に
つ
く
。
豊
か
な
漁
村
だ
っ
た
青
木
や
深
江
の
水
産
物
を

と
と
や
み
ら

六
甲
山
を
越
え
て
有
馬
に
運
ぶ
た
め
の
道
が
魚
屋
道
で
あ
っ
た
。

深
江
か
ら
森
に
入
り
稲
荷
神
社
の
北
の
谷
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、

か
え
る
い
わ

尾
根
の
上
に
蛙
岩
と
い
う
巨
岩
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
東
の
芦
屋

方
面
か
ら
の
道
と
合
流
し
て
尾
根
筋
を
西
北
に
登
り
、
岡
本
方

か
蟹
ふ

面
か
ら
の
道
と
も
合
流
し
て
北
上
、
風
吹
き
岩
に
至
る
。
そ
こ

か
ら
現
在
の
芦
屋
ゴ
ル
フ
場
を
縦
断
し
て
東
お
多
福
山
の
西
の

肩
・
雨
が
峠
を
越
え
、
北
側
の
住
吉
川
の
谷
に
下
り
本
庄
橋
を

渡
っ
て
一
気
に
六
甲
山
最
高
峰
の
東
肩
の
一
軒
茶
屋
ま
で
登
る
。

こ
こ
か
ら
は
湯
の
町
有
馬
ま
で
な
だ
ら
か
な
山
道
を
下
っ
て
い

く
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
、
灘
か
ら
有
馬
へ
の
公
認
の
交
通
路

は
今
の
西
宮
・
宝
塚
・
生
瀬
・
船
坂
ル
ー
ト
だ
っ
た
。
灘
と
有

馬
の
住
民
が
こ
の
遠
回
り
の
道
を
嫌
っ
て
、
山
越
え
の
直
行
コ
ー

ス
を
整
備
し
た
。
こ
の
山
越
え
道
を
西
宮
や
小
浜
、
伊
丹
な
ど

ぬ
に

宿
場
の
商
人
た
ち
は
抜
け
荷
の
通
路
だ
と
幕
府
に
訴
え
出
、
江

戸
時
代
を
通
じ
て
大
阪
の
奉
行
所
で
裁
判
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

森
の
稲
荷
神
社
は
そ
ん
な
山
道
の
登
り
口
で
も
あ
っ
た
。
か
っ

て
の
魚
屋
道
の
ル
ー
ト
の
大
半
は
今
、
束
六
甲
を
南
北
に
横
断

す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

た
な
べ
ま
こ
と

１
９
４
７
年
、
神
戸
生
ま
れ
。
兵
庫
高
校
・
関
西
学
院
大

学
文
学
部
卒
業
。
現
在
、
園
田
学
園
女
子
大
学
国
際
文
化

学
部
教
授
。
地
域
史
研
究
で
神
戸
市
文
化
奨
励
賞
、
神
戸

市
文
化
活
動
功
労
賞
を
受
賞
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
学
会
副
会
長
や
宝
塚
市
教
育
委
員
を
も
つ
と
め
る
。

『
神
戸
の
伝
説
』
・
『
神
戸
の
１
０
０
年
』
・
『
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
風
土
と
生
活
』
な
ど
著
書
・
監
修
多
数
。

兵
庫
津
の
道
秋
季
祭
〃
平
家
懐
古
祭
”

歴
史
講
演
会
「
平
清
盛
と
兵
庫
」

清
盛
公
と
そ
の
一
門
の
盛
衰
に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。

と
き
、
月
咽
日
佃
咽
”
叩
～
焔
恥
釦

会
場
法
蓮
寺
本
堂
（
神
明
町
）

参
加
無
料

お
問
い
合
わ
せ
兵
庫
津
の
文
化
を
育
て
る
会
［
㈱
ベ
ィ
ェ
リ
ァ
画

皿
０
７
８
１
２
６
１
１
２
３
２
７
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こ
と
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

「
画
論
は
立
派
で
も
、
実
践
が
伴
わ
な
い
人
も
い
る
。
古
い

画
法
を
抜
け
出
て
、
物
を
生
き
生
き
と
描
け
る
人
、
た
だ
一
人
、

北
斎
翁
の
み
で
あ
る
」

北
斎
セ
ン
セ
イ
に
は
、
絵
師
だ
け
で
は
な
く
作
家
な
ど
多
く

の
友
人
が
い
た
。
そ
の
交
友
録
も
実
に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
だ
。

駆
け
出
し
時
代
か
ら
の
ラ
イ
バ
ル
だ
っ
た
無
二
の
親
友
と
ま

で
い
わ
れ
た
曲
亭
馬
琴
と
は
ケ
ン
カ
別
れ
し
た
が
、
も
う
一
人

の
親
友
、
と
き
の
流
行
作
家
・
柳
亭
種
彦
（
一
七
八
三
’
一
八

四
二
）
と
は
特
に
相
性
が
よ
か
っ
た
。
二
人
は
た
び
た
び
作
家

と
さ
し
絵
師
と
し
て
の
コ
ン
ビ
を
組
ん
だ
。
気
性
の
激
し
い
北

斎
に
比
べ
、
種
彦
は
武
士
出
身
で
あ
っ
た
が
、
高
慢
さ
は
な
く

気
性
は
や
さ
し
く
、
女
性
の
よ
う
な
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

「
江
戸
戯
作
者
・
見
立
六
歌
仙
」
で
は
、
種
彦
は
「
小
野
小
町
」

に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
。

種
彦
は
北
斎
の
精
力
的
な
行
動
を
い
つ
も
驚
嘆
し
敬
服
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
種
彦
は
北
斎
よ
り
二
十
三
歳
も
若
か
っ
た
が
、

正
反
対
の
二
人
の
性
格
が
よ
く
噛
み
合
い
、
生
涯
の
友
と
な
っ

た
。
種
彦
は
た
び
た
び
北
斎
宅
に
遊
び
に
来
て
「
お
ら
ん
だ
そ
ろ

ば
ん
」
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
と
い
う
。
種
彦
の
日
記
に
も
北

斎
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
種
彦
の
戯
作
本
『
近
世
怪

談
・
霜
夜
星
』
、
『
阿
波
之
鳴
門
』
『
三
七
全
伝
南
河
夢
』
（
い
づ

れ
も
文
化
五
年
刊
）
に
北
斎
は
さ
し
絵
を
担
当
し
た
。

『
北
斎
漫
画
』
（
十
一
編
）
の
種
彦
の
推
薦
文
に
は
北
斎
の

盟
友
・
柳
亭
種
彦
ナ
ゾ
の
獄
死

中
右
瑛

■
北
斎
ミ
ス
テ
リ
ー
〈
９
〉

戯作者・柳亭種彦の肖像

を
抱
か
せ
た
の
は
、
意
味
が
あ
っ
た
。
当
時
の
将
軍
・
徳
川
家

斉
の
豪
著
、
乱
脈
ぶ
り
の
大
奥
で
の
淫
乱
享
楽
生
活
の
一
端
を
、

こ
の
小
説
が
髪
髭
と
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

な
ん
せ
１
．
時
の
将
軍
の
大
奥
に
お
け
る
享
楽
生
活
を
、
古
典

種
彦
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
、
江
戸
・
本
所
吉
田
町
生

ま
れ
た
生
粋
の
江
戸
っ
子
。
通
称
・
高
屋
彦
四
郎
。
足
薪
翁
と

が
ん
じ
ろ
う

も
修
紫
楼
と
も
号
す
。
小
普
請
組
所
属
の
食
禄
一
一
百
俵
の
幕
臣

で
あ
る
。
通
人
と
し
て
、
狂
歌
、
俳
譜
、
川
柳
、
絵
画
に
も
通

呂
わ
い
ろ

じ
、
芝
居
通
で
も
あ
り
、
特
に
役
者
の
声
色
は
天
下
一
品
で
あ
っ

た
。
二
代
目
坂
東
三
津
五
郎
に
似
た
美
男
子
だ
っ
た
と
い
う
。

二
十
五
歳
の
と
き
か
ら
作
家
生
活
に
入
っ
た
。

種
彦
の
読
本
は
変
化
に
富
み
、
義
理
人
情
に
厚
く
、
勧
善
懲

悪
思
想
を
盛
り
、
広
く
大
衆
に
支
持
さ
れ
た
。

に
ぜ
ひ
ら
さ
白
い
な
か
ぼ
ん
じ

種
彦
の
代
表
作
『
修
紫
田
舎
源
氏
』
は
文
政
十
一
一
年
（
一
八

二
九
）
か
ら
は
じ
ま
り
、
以
後
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）

ま
で
の
十
三
年
間
、
三
十
八
編
も
つ
づ
い
た
合
巻
長
編
小
説
で
、

原
点
は
不
朽
の
名
作
・
紫
式
部
『
源
氏
物
語
』
の
翻
案
パ
ロ
デ
ィ

で
あ
る
。
満
都
の
人
気
を
さ
ら
っ
た
小
説
『
修
紫
田
舎
源
氏
』
。

「
修
紫
」
と
は
「
紫
式
部
の
ニ
セ
者
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

平
安
の
ド
ン
フ
ァ
ン
・
光
源
氏
を
室
町
時
代
に
タ
イ
ム
・
ス
リ
シ

み
つ
う
じ

プ
さ
せ
、
お
家
騒
動
を
軸
に
、
将
軍
・
足
利
光
氏
の
女
性
遍
歴
、

大
奥
に
お
け
る
享
楽
生
活
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
江
戸
庶
民
に
深
い
共
感
を
お
ぼ
え
さ
せ
、
強
い
関
心

|像間珍種幕瀞１
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『
源
氏
物
語
』
に
擬
し
て
、
時
代
を
風
刺
し
た
パ
ロ
デ
ィ
小
説

で
、
歌
川
国
貞
の
さ
し
絵
と
相
ま
っ
て
、
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
と

な
り
、
江
戸
庶
民
の
大
喝
采
を
浴
び
た
の
だ
っ
た
。
種
彦
の
一

世
一
代
の
代
表
作
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
小
説
が
彼
の
命
取
り
と
な
っ
た
。

『
修
紫
田
舎
源
氏
』
が
大
ブ
ー
ム
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
さ

中
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
、
家
斉
は
み
ま
か
つ
た
の
だ
。

多
く
の
大
奥
女
性
、
五
十
数
人
と
ま
で
い
わ
れ
る
家
斉
の
子
。

家
斉
の
淫
乱
生
活
、
乱
脈
政
策
に
よ
っ
て
財
政
は
破
綻
。
老
中
・

水
野
忠
邦
が
幕
政
改
革
に
乗
り
出
す
。
財
政
の
建
直
し
、
政
治

の
刷
新
が
図
ら
れ
、
箸
修
禁
止
の
も
と
に
出
版
界
、
演
劇
界
の

弾
圧
を
強
め
、
こ
の
小
説
が
や
り
玉
に
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
、
絶
版
、
発
禁
。
三
十
八
編
が

出
版
さ
れ
た
の
だ
が
、
「
天
保
改
革
」
の
名
の
も
と
に
大
奥
を

比
職
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
出
版
禁
止
令
が
発
せ
ら
れ
た
の
だ
っ

た
。
三
十
九
編
、
四
十
編
ま
で
原
稿
は
完
成
し
て
い
た
が
未
出
版

と
な
る
。
江
戸
文
学
屈
指
の
名
作
は
未
完
で
終
っ
た
。

種
彦
は
投
獄
さ
れ
、
そ
の
直
後
、
七
月
十
八
日
、
牢
獄
で
急

死
し
た
の
だ
っ
た
。
六
十
歳
だ
っ
た
。

幕
府
は
種
彦
の
死
を
一
切
秘
密
に
し
、
親
友
・
北
斎
も
こ
の

こ
と
を
後
で
知
っ
た
。

死
の
原
因
は
何
だ
っ
た
の
か
？
憂
悶
の
あ
ま
り
発
狂
し
た
か
、

病
死
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
自
殺
だ
っ
た
の
か
。
一
切
、
謎

に
包
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
直
後
、
北
斎
セ
ン
セ
イ
は
無
気
味
な
残
酷
表
現
の
図
を

描
い
た
。
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
「
拷
問
図
」
で
あ
る
。

（
つ
づ
く
）

画
中
右
瑛
（
な
か
う
・
え
い
）

抽
象
画
家
。
浮
世
絵
・
夢
ニ
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
一
九
三
四
年
生
ま
れ
、
神

戸
市
在
住
。
行
動
美
術
展
に
お
い
て
奨
励
賞
、
新
人
賞
、
会
友
賞
、
行
動

美
術
賞
受
賞
。
浮
世
絵
内
山
賞
受
賞
。
半
ど
ん
現
代
美
術
賞
、
兵
庫
県
文

化
賞
、
神
戸
市
文
化
賞
な
ど
受
賞
。
現
在
、
行
動
美
術
協
会
会
員
、
国
際

浮
世
絵
学
会
常
任
理
事
。
著
書
多
数
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や
っ
と
タ
イ
ガ
ー
ス
優
勝
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
、

少
し
は
関
西
が
元
気
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い

ま
す
。
で
も
元
気
が
妙
な
方
向
に
そ
れ
た
結
果
、
道
頓
堀

へ
の
飛
び
込
み
が
五
千
人
以
上
、
さ
ら
に
は
、
と
う
と
う

死
者
ま
で
出
て
し
ま
っ
た
と
聞
く
と
、
暗
潜
た
る
気
分
に

も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
の
常
軌
を
逸
し
た
馬
鹿
騒
ぎ

の
裏
側
に
、
長
引
く
不
況
や
閉
塞
感
か
ら
の
自
己
防
御
、

ガ
ス
抜
き
、
と
い
っ
た
見
方
を
し
て
し
ま
う
の
は
、
う
が

ち
過
ぎ
た
考
え
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
タ
イ
ガ
ー
ス
が
絶
好
調
で
、
こ
れ
で
十
八
年
ぶ
り

の
優
勝
も
確
実
と
思
わ
れ
た
頃
、
伊
丹
市
の
昆
虫
館
で
、

な
ん
の
変
哲
も
な
い
、
小
さ
な
一
匹
の
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
が
、

タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ン
た
ち
に
囲
ま
れ
て
大
人
気
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
の
名
前
の
お

か
げ
で
す
。
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
が
、
な
ぜ
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
と

い
う
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
こ
の
虫
が
、
葉
や
枝
の
先

か
ら
「
お
天
道
さ
ま
」
つ
ま
り
太
陽
に
向
か
っ
て
飛
び
立

つ
よ
う
に
見
え
る
姿
か
ら
き
て
お
り
ま
す
。
い
や
、
そ
ん

な
こ
と
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
話
は
、
阪
神
フ
ァ
ン
に
人
気
の

■
み
だ
ら
夜
話
／
第
九
回

語
鳳
ロ
合
わ
せ

あ
さ
ぎ
ま
だ
ら

浅
黄
斑
八
作
家
Ｖ

い
ん
ど
う
と
お
る

絵
・
犬
童
徹

１

テ
ン
ト
ウ
ム
シ
の
名
前
の
こ
と
で
し
た
ね
。
そ
の
名
は

「
ム
ー
ア
シ
ロ
ボ
シ
テ
ン
ト
ウ
」
と
い
い
ま
す
。
「
ム
ー
ア

（
が
）
シ
ロ
ボ
シ
（
白
星
を
あ
げ
て
マ
ジ
ッ
ク
が
）
テ
ン

ト
ウ
（
点
灯
）
」
と
い
っ
た
語
呂
合
わ
せ
に
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
プ
ロ
野
球
に
興
味
の
な
い
読
者
の
た
め
に
書
き

添
え
ま
す
と
、
ム
ー
ア
と
い
う
の
は
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の

投
手
の
名
前
で
す
。

話
は
例
に
よ
っ
て
飛
び
ま
す
が
、
ま
さ
か
タ
イ
ガ
ー
ス

が
優
勝
し
て
、
関
西
に
思
わ
ぬ
熱
気
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
一
昨
年
、
小
生
は
関
西
の

仲
間
た
ち
と
、
「
も
う
、
ほ
ん
ま
に
関
西
は
ど
ん
底
や
で
。

文
化
も
経
済
も
地
盤
沈
下
で
、
と
こ
と
ん
元
気
が
な
い
で
」

な
ど
と
、
酒
か
つ
く
ら
い
な
が
ら
ヒ
フ
ン
コ
ー
ガ
イ
し
て

お
っ
た
の
で
す
。
今
や
何
も
か
も
が
東
京
一
極
集
中
で
、

上
方
文
化
は
絶
滅
寸
前
、
せ
め
て
最
後
の
悪
あ
が
き
で
も

い
い
か
ら
、
「
な
ん
ぞ
、
や
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り

（
あ
ま
り
に
無
謀
で
し
た
が
）
、
関
西
発
信
の
文
学
賞
を
作

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
「
三
都
文
学

賞
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た
の
は
小
生
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
、
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こ
れ
は
神
戸
・
大
阪
。
京
都
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
た
も
の

で
す
。関
西
に
文
学
賞
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
応
募
は
プ

ロ
ア
マ
問
わ
ず
の
全
国
区
、
純
文
学
の
み
な
ら
ず
推
理
や

時
代
や
Ｓ
Ｆ
、
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
と
い
う
の
が
大
き
な
特
長

と
い
い
ま
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
特

長
が
、
企
業
や
行
政
な
ど
の
後
援
や
協
賛
が
な
い
こ
と
で

す
。
有
り
体
に
言
え
ば
、
手
弁
当
手
作
り
持
ち
出
し
の
チ
ョ
ー

貧
乏
文
学
賞
が
こ
う
し
て
誕
生
し
（
無
謀
と
は
こ
の
あ
た

り
を
さ
し
ま
す
）
、
そ
れ
で
も
百
六
十
編
を
超
え
る
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
で
、
よ
う
や
く
こ
の
十
月
、
第
一
回
の

授
賞
パ
ー
テ
ィ
を
開
く
と
こ
ろ
ま
で
、
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

チ
ョ
ー
貧
乏
な
の
を
口
実
に
、
選
考
委
員
長
を
押
し
つ
け

た
志
茂
田
景
樹
氏
に
は
無
報
酬
ど
こ
ろ
か
、
往
復
の
新
幹

線
代
や
宿
泊
費
も
自
腹
を
切
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
し
、
当
日
司
会
の
タ
ー
ジ
ン
氏
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
噺
家
や
音
楽
関
係
者
も
全
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
お
ま

け
に
学
生
時
代
を
思
い
出
し
、
パ
ー
券
を
知
人
に
押
し
売

り
し
た
り
と
、
こ
の
と
こ
ろ
極
悪
非
道
の
道
を
突
き
進
ん

で
ま
い
っ
た
小
生
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
、
ど
う
か
お
許
し

く
だ
さ
る
と
と
も
に
、
来
年
は
ス
ポ
ン
サ
ー
に
も
な
っ
て

く
だ
さ
い
と
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
腹
立
た
し
か
っ
た
の
は
、
こ
の
よ

う
に
苦
労
を
重
ね
た
「
三
都
文
学
賞
」
に
非
常
に
似
通
っ

た
名
の
文
学
賞
を
、
さ
る
出
版
社
が
創
っ
た
こ
と
で
し
た
。

す
で
に
小
生
た
ち
が
作
品
の
募
集
を
始
め
た
の
ち
の
こ
と

で
、
偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
出
版
社
か
ら
、
一
緒

に
や
ら
な
い
か
と
い
う
話
が
持
ち
込
ま
れ
、
文
学
賞
創
設

の
趣
旨
が
あ
ま
り
に
も
違
い
す
ぎ
る
こ
と
か
ら
お
断
り
し

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
（
自
費
出
版
専
門
の
会
社
で
し
た
）
。

も
っ
と
も
「
三
都
」
は
商
標
登
録
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

似
通
っ
た
名
の
文
学
賞
が
で
き
た
こ
と
で
、
か
な
り
の
迷

惑
を
受
け
た
こ
と
は
事
実
で
す
。

あ
、
い
か
ん
。
横
道
に
そ
れ
た
話
が
長
引
い
て
、
も
う

あ
ま
り
紙
数
が
あ
り
ま
せ
ん
。
「
三
都
」
と
い
え
ば
サ
ッ

カ
ー
の
サ
ン
ト
ス
が
「
三
都
主
」
と
い
う
語
呂
合
わ
せ
の

名
前
で
す
と
い
う
の
も
強
引
す
ぎ
る
し
、
よ
し
、
こ
う
な

れ
ば
、
と
っ
て
お
き
の
語
呂
合
わ
せ
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
次
の
数
字
を
、
さ
て
、
ど
う
読
み
ま
す
か
。

「
三
十
十
九
三
千
百
三
三
四
八
一
八
二
四
五
十

二
四
六
四
百
八
三
千
七
六
」

こ
の
解
答
。

「
里
遠
く
道
も
淋
し
や
ひ
と
つ
家
に
夜
ご
と
に

白
く
霜
や
満
ち
な
む
」

い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

語
呂
合
わ
せ
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
っ
と
み
だ
ら

な
、
お
坊
さ
ん
の
隠
語
も
、
お
ま
け
に
つ
け
と
き
ま
す
ね
。

「
大
悦
」
と
「
天
悦
」
。
わ
か
る
か
な
。
大
の
字
を
分
解
す

る
と
「
一
人
」
、
天
を
分
解
す
る
と
「
二
人
」
、
す
な
わ
ち

「
一
人
で
悦
ぶ
」
と
「
二
人
で
悦
ぶ
」
。
前
者
が
自
慰
だ
と

分
か
れ
ば
、
あ
と
の
ほ
う
も
分
か
り
ま
す
よ
ね
。

蕊
回
浅
黄
斑
（
あ
さ
き
ま
だ
ら
）
推
理
作
家
。
一
九
四
六
年
神
戸

市
生
ま
れ
。
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
在
住
。
一
九
九
二
年
小
説
推

理
新
人
賞
、
’
九
九
五
年
日
本
文
芸
家
ク
ラ
ブ
大
賞
を
受
賞
。
日

本
文
芸
家
協
会
、
日
本
推
理
作
家
協
会
な
ど
に
所
属
す
る
と
と
も

に
、
日
本
文
芸
家
ク
ラ
ブ
関
西
支
部
長
。
「
き
ょ
う
も
風
さ
え
吹

き
す
ぎ
る
」
「
ち
よ
ん
が
れ
西
鶴
」
「
走
る
死
体
」
「
神
戸
・
真
夏

の
雪
祭
り
殺
人
事
件
」
な
ど
著
書
多
数
。
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